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　In　this　thesis，　we　dlscussed　the　significance　of　nature，s　classroom　in　school　education　from　three

aspects：”tlle　origillal　experiellce（as　it　relates　to　the　five　senses），11”the食mdamental　scientific　view

point，”and　llthe　basis偽r　becomillg　illdependen重．”We　showed，　based　on　these　three　aspects，重hat

Li奮e　Environment　Study　should　be　effectlvely　used　ln　the　ear｝y　years　of　elementary　school

education，　Based　on　the　signiflcance　of　naturels　classroom，　we　suggested　that　olle　way　to　improve

Llfb　Environlnent　Study　is　fbr　students　to　observe　wild　blrds　alld　to　care　fbr　allimals　that　they　are

飴miliar　with．　At　the　same　time，　we　also　emphasized　the　importallce　of　teacherls　role　in　tllis

activity．

【キーワード】　生活科　原体験　科学的な見方　自立への基礎　地域

1．はじめに

　第15期中央教育審議会第一次答申（1996ユ19）において，「今日，子供たちは，直接体験

が不足しているのが現状であり，子供たちに生活体験や自然体験などの体験活動の機会を

豊かにすることは極めて重要な課題となっている」と述べられ，生活体験や自然体験の重

要性が指摘された，また，青少年教育活動研究会（1999）が行った「子どもの体験活動に関

するアンケート調査」では，「生活体験が豊富な子どもほど，道徳観・正義感が身について

いる」噛然体験が豊富な子どもほど，道徳観・正義感が身についている」ωと結論づけた，

そして，小中学校において平成14（2002）年度より完全実施となった「総合的な学習の時間」

の配慮：事項に，自然体験等の体験的活動を積極的に取り入れることが示されるなど，学校

教育における自然体験の充実が急務となっている．

　「総合的な学習の時間」の実施に際しては，直接体験を重視してきた生活科との関連が

注目されている（2）．生活科は，平成元（1989）年の新設以来約10年を経て，各校に定着して

きた．一方で，教育課程審議会「中間まとめ」（1997，11」7）において，「一部に画一的な教
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育活動がみられたり，単に活動するにとどまっていて，自分と身近な社会や自然，人にか

かわる知的な気付きを深めることが十分でない状況もみられる」と指摘されるなど，指導

上の問題点もみられる，そこで，現在，生活科の意義を再度問い直し，その上にたった新

たなカリキュラムを開発していくことが求められているのである，

　本研究では，学校教育における自然体験の意義を先行研究より考察し，その意義と生活

科の柱の一つである「自然とのかかわり」が，いかに関連し位置つくかを明らかにしてい

く．さらに，その意義と「総合的な学習の時問」への連携の視点にたち，自然体験にかか

わる生活科学習の改善点を明らかにするとともに，今後の教材化の視点を提案しようとす

るものである，

2．自然体験の意義

　自然体験の意義について，野田二三（2001）は，①ルソー（Rousseau．Jeall　Jacques：1712－1778），

デューイ（Dewey，Jolm：1859－1952）ら過去の教育論，②第16；期中教審中間報告，③生物的自

然を学ぶ意義の三点から考察している（3）．その中で野田は，子どもが自然から感じ取る「美

しさ」「驚き」F喜び」「恐れ」などの感性の陶冶，生命との触れ合うことの大切さを指摘し

ている．いずれも重要な視点であり，筆者も同様に考える．また，野田は生活科と自然体

験とのかかわりについても触れているが，幼稚園児を対象とした調査結果からの論述であ

るため，生活科と自然体験とのかかわりについては明確とはいえない。そこで，ここでは，

生活科とのかかわりを中心にして，自然体験の意義について考察する，

2．1　「原体験」としての自然体験

　中国では古来より，自然と人間とがおのおの対立するのではなく，一体化して共生して

いく思想がある，『老子』第25章には「人は地に法り，地は天に法り，天は道に法り，道

は自然に法る」（4）とある．人間は大地の上に住み，大地によって養われる，大地もまた，

大地だけでは存在しえず，その上に天が存在してからこそ，大地は大地としての役割を果

たすことができる，そして，これをつきつめると本質は自然であることに行き着くのであ

る，鈴木喜一（1992）は，中国における「自然」について，「中国人は自然を存在論的ないし

宇宙論的に思考するよりも，むしろ人の実践の真実の主体として思考する傾向をとった．

従って自然は存在の側面よりも運動の側面から語られることが多くなり，人の実践は自然

の運動に合致することが要求せられた」〔5）と述べている。自然を人々に合わせていくので

はなく，人々が自然に合わせていくという「共生する自然」の中に人間が位置づけられて

いることがわかる．この思想は海を越え，日本にも持ち込まれた．

　自然への人間の働きかけは，古来より普遍的なものであり，そこに共通するのが，以下

に述べる「原体験」である．今日，さまざまな体験不足がさけばれるが，その根底にある

のは，原体験の不足なのである，

　小林辰至（2000）は，原体験について「生物やその他の自然物，あるいはそれらにより醸

成させる自然現象を触覚・嗅覚・味覚をはじめとする五官（感）を用いて知覚したもので，
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その後の事物・事象の認識に影響を及ぼすもの」（6）と定義している．つまり，原体験とは，

五感による人間としての原初的な体験を指す，この原体験のつみ重ねにより，人は感性を

豊かにし，自然認識を高めていくのである．

　また，小林は，「子どもに五官（感）を通した豊かな自然体験をさせる時期は，自然物

と抵抗なく触れ合うことができ，しかも脳の可塑性の大きい幼児期から十歳のころが最適

である」とし，幼児期から小学校低学年の時期に原体験を豊富に行わせることにより，判

断力，表現力，思考力，倉1」造力を豊かにすると指摘しているの。原体験は，生活の中のあ

らゆる場面において獲得していくものである．学校教育においても，全学年，全教科・領

域で取り組むべきものであるが，その適時年齢・内容からみて，「自然とのかかわり」を柱

とする生活科の時聞を効果的に活用すべきであるといえる．

　原体験について品田穣（1999），小林は，それぞれ類型化を行い，具体例を示している〔8）．

両者の類型を筆者により整理統合したものが表1である．ここに示す内容は，魚類が古く

から畏れを抱き，感動し，そして発展の基礎を築いてきたものばかりである．学校教育に

おいては，これらを意図的に組み込んでいく必要があると考える．

　　　　　　　　　　　　　　表1　原体験の類型と具体的事例

原体験の類型 原体験の意義 具体的事例

焚き火の明るさやあたたかさ
・火をおこす　・物を燃やす　・熱さを感じる　・煙た

火体験 は，人類が原人であった頃より
さを感じる　・草原の火入れ　・焼く　・煮炊きする

引き継がれたものである，

原始の時代より，道具として利 ・石を投げる　・石を積む　・きれいな石をさがす

石体験 用されてきた，また，造形とし ・石で書く　・火打石で火をおこす　・石で砕く

ての面白さ，美しさを持つ， ・石で削る　・石で剥ぐ　・石で切る　・石で粉にする

大地の恵みをもたらすもの，人
・ぬくもりを感じる　・土を掘る　・土をこねる

土体験 類は土を耕し，作物を育て，発
・土器をつくる　・田畑を耕す

展してきた．

古来，水神様，弁天様，竜神な
・雨にぬれる　・天然水を飲む　・浮かべる

ど水にまつわる信仰のないとこ
水体験 ・海や川で泳ぐ　・川を渡る　・水で物を混ぜる

ろはないといってよい，人々の
・水で洗う　・水で滑らせる

畏敬の対象であった，

火体験以前，人類が誕生する以 ，

・星空を眺める　・夜行性動物の声をきく
闇体験 前の世界である．人類の祖先の

・野宿する　・闇で物を探す　・闇夜を歩く
体験である，

人間を超越した能力をもつ．ま
・捕まえる　・さわる　・においをかぐ　・飼う

動物体験 た，食料や愛玩対象として，古
・声を聞く　・食べる

来よりかかわりをもってきた，

巨木，大木，神木などヒトの生
・草むらを歩く　・草を抜く　・草をちぎる

命に比べ圧倒的な生命の長さを
植物体験 ・草で遊ぶ　・育てる　・芽や葉，実などを食べる

もっている，食料として大切な
・樹木に登る　・実を採る

役割を果たしている，
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2．2　「科学的な見方の基礎」としての自然体験

　原体験そのものは，五感を通して，生きものへの興味・関心を高めたり，「美しさ」「驚

き」「恐れ」など感性を豊かにするものであって，それ自体，科学的とはいえない．しかし，

原体験のつみ重ねの中から，事象・事物を比較したり，これらの理（ことわり）や因果関

係を発見することができるようになり，気づきが生まれる，これが「科学的な見方」の芽

生えである．そして，これは未分化ながら小学校低学年でもみられる．牧野治敏（1998）は，

「生活科では多様な活動から多様な発想へと広がることが支持される．この生活科のオー

プンエンドな活動は，一定水準の科学的知識を効率よく学習するという観点からはマイナ

ス要素と考えられるが，自然を多様な観点から吟味し，直接体験に基づく事実から理論を

積み上げていくという姿勢は本来科学が理想とする立場に近いといえる」（9）と述べ，「科学

的な見方の基礎」としての生活科の意義と役割を指摘している．

　小学校学習指導要領（1998．12．14）生活科では，身近な自然とのかかわりとして，以下の三

点をあげている．

　○身近な自然を観察したり，季節や地域の行事にかかわる活動を行ったりして，四季の

　　変化や季節によって生活の様子が変わることに気付き，自分たちの生活を工夫したり

　　楽しくしたりできるようにする．

　0身の回りの自然を利用したり，身近にある物を使ったりなどして遊びを工夫し，みん

　　なで遊びを楽しむことができるようにする．

　0動物を飼ったり植物を育てたりして，それらの育つ場所，変化や成長の様子に関心を

　　もち，また，それらは生命をもっていることや成長していることに気イ寸き，生き物へ

　　の親しみをもち，大切にすることができるようにする．

　ここに示される具体的活動は，目標であり内容，方法でもある．そして，いずれもが「体

験に基づく事実から理論を積み上げていく」という科学的な見方の基礎となる内容である．

この基礎を築くためには，牧野が指摘するオープンエンドな活動として実践していくこと

が必要である．

2．3　「自立への基礎」としての自然体験

　生活科の目標は，「自立への基礎を養う」ことである．先に述べた「原体験」，「科学的な

見方の基礎」を養うことは副次的な目標ではあるが，究極の目標ではない．生活科の目標

は，図1のように整理することができる．具体的な活動や体験を通して，自然とのかかわ

りだけではなく，社会とのかかわりや自分自身の生活を考えることにより，基本的な生活

習慣・生活技能を身につけ，それが「自立への基礎」となるのである，

具体的な

活動や体
験

⇒
自分と身近な
人々，社会及び

自然とのかか
わり

［
⇒

自分自身や自

分の生活につ
いての考察

［
⇒

その過程に
おける，基
本的な生活
習慣　生活
技能

⇒ 自立への基礎

図1　生活科目標の図式化
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　佐々木昭（1998）は，「生活科は，「自立の基礎を養う」ことを教科の究極な目標にしてい

る．自立とは独り立ちのことである．自分で自分の生活をきり拓いていくことを意味して

いる．教育が本来めざすものは，自立する人間の育成である．したがって，その基礎を養

うことは，低学年教育の大切な課題であるとともに，小学校や中学校のいわゆる義務教育

の課題といえる．そこで生活科が求めている自立の基礎は，基礎のまた基礎といえる性格

のものと考えられる」（lo）と述べ，生活科での「自：立への基礎」について説明している．

　自立していく上で，自信を獲得することは重要である．幼児や小学生は，自分ができる

ようになったこと，友達と異なる事象・事物を発見したときなど，誇らしげに話をするこ

とがよくある．相手が話を聞きいれ，認められることにより，自信をつけていくのである，

「自立への基礎」は，こうした人や物とのかかわりの中から生まれてくるのである．

　2001年10月に信州大学教育学部で生活科指導法基礎を受講する大学生l16名に対して，

小学校低学年，小学校高学年，中学校での思い出を自由記述（複数回答）してもらった．

回答は「体験的活動（表2に示す内容）」「教科学習（テスト，教科内容）等」「学校行事（修

学旅行・臨海学校・文化祭等）」「児童会・生徒会活動」「課外活動（少年野球・部活動等）」

にカテゴリー分類できた．回答内容がいくつかのカテゴリーにまたがるものについては，

それぞれにカウントし，集計したものが図2である，
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　　　　　　　　図2　大学生の小中学校での思い出　（数値はパーセント）

　この結果によると，小学校低学年における体験的活動は心に残りやすいことがわかる．

そして，体験的活動の内容を示したものが表2である，

　　　　　　　　　表2　体験的活動の具体的内容　　徽値は回答数）

時期 栽培 飼育
自然の中で

@の遊び
採集 調査・見学 製作 その他

小学校（低） 23 ll 8 4 3 3 4

小学校（高） 20 8 3 1 5 0 0

中学校 1 0 3 0 4 0 1
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　大学生のあげた体験的活動の多くは，「栽培活動」「飼育活動」であり，現在の生活科の

内容に含まれものであった，しかも，「自然とのかかわり」に関するものである．有田嘉伸

σ995）は，ギ活動・体験学習は自由で，個人的な要素が強いので，こどもは，その興味・関

心に応じて，いろいろなものに目を向け，心に残る体験をすることができる．そのような

エピソード的な体験が，こどもの心の成長には重要な意味をもつものである」σりと述べて

いる．ことに印象に残りやすい小学校低学年での体験的活動は，「心の成長」という尋問形

成の上で重要であるといえる，

　また，西田幾多郎（1870－1945）が主著『善の研究』の中で，「我々が能く動物の種々の機

関及動作の本に横はれる根本的意義を理会するのは，自分の情意を以て直に之を直覚する

ので，自分に情意がなかったならば到底動物の根本的意義を理会することはできぬ，我々

の理想及情意が深遠博大となるに従って，愈々自然の真意義を理会することができる．之

を要するに我々の主観的統一と自然の客観的統一力とはもと同一である．之を客観的に見

れば自然の統一力となり，これを主観的に見れば自己の知情意の統一となるのである」働

と述べるように，「自然とのかかわり」もまた，知情意の統一（人間形成）と一体化してい

るのである．

3．生活科における自然体験の改善の方向

　ここまで，自然体験について，「原体験としての意義」「科学的な見方の基礎としての意

義」「自立への基礎としての意義」の三点から述べてきた．ここでは，生活科の現状を踏ま

え，今後，自然体験をいかにすすめたらよいか改善点を指摘し，教材化の視点を提案する．

3．1　季節の変化と生活

　現在，空間（身近な自然の減少等），時間（塾，習い事等）の両面から自然と触れ合う機

会を十分もたない子どもが増えている．学校外の生活において，四季折々の変化への気づ

きを減少させている現代において，生活科でのこの内容のもつ教育的意義は大きい．では，

季節の変化をどのような事象・事物で捉えたらよいだろうか．その一つのヒントとなるの

が，1953年以来，「生物季節」として気象庁が観測，記録を続けている植物12種，動物ll

種である（13）（表3）．

　　　　　　　　　　　　表3　気象庁が観測する生物季節

　　　　　現象

嵂ﾚ

発芽 開花 満開

紅
（
黄
）
四
日

落葉
　　　　現象

嵂ﾚ

初鳴 初見 終見

ウメ ○ ヒバリ 0
ツバキ 0 ウグイス 0

タンポポ ○ ツバメ ○ ○

ソメイヨシノ ○ O モンシロチョウ O

植
物
季
節
観
測

ヤマツツジ 0

動
物
季
節
観
測

キアゲハ O
フジ ○ トノサマガエル O

ヤマハギ ○ シオカラトンボ ○

アジサイ ○ ホタル ○

サルスベリ ○ アブラゼミ ○

ススキ ○ ヒグラシ ○

イチョウ ○ ○ ○ モズ 0
イロハカエデ ○ ○
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　ここに示されている動植物は，古くから人々に親しまれ，季節の移り変わりを感じる対

象となっていたものである．ホタルなど都市から姿を消しつつあるものもあり，ここに示

されるすべての動植物を観測することは難しくなってきているが，都市部においても，気

づいていないだけでまだまだ自然は残されているはずである．生活科においても，ここに

示される動植物とのかかわりを，できるだけもたせたいと考える，特に動物については，

トノサマガエルを除いて，野鳥と昆虫であることに注目したい．

　先ほどと同様の大学生116名に対して，季節ごとにその訪れを感じるものを自由記述（複

数回答）してもらい，回答をカテゴリー分類し，集計したものが表4である．季節の変化を

感じるものとして，植物（開花・落葉等）と気象（寒暖・梅雨・雪等），そして生活（衣

服・食事等）をあげる大学生が多かった．それに対して，動物（野鳥・昆虫を含めて）を

あげる学生は少なく，動物の多くが活動を始める「春」で5，1％，多くの虫の声がきかれ

るf秋」においても5．5％と低い数値であった．また，総回答数628例のうち，植物，昆

虫が，それぞれ190例，62例あげられたのに対し，野鳥に関しての回答はほとんどなく，

「ウグイスの声を聞いたとき」と回答する1例のみであった．

　　　　　　　　　　　表4　大学生の季節の訪れを感じる事象

季節 植物 野鳥 昆虫
野鳥，昆虫

ﾈ外の動物
気象 生活 合講

春 79　（5L3） 1　（0．6） 7　（45） 0　（0．0） 52　（33．8） 15　（9．7） 154　（100）

夏 22　（13．4） 0　（0．0） 46　（28．0） 4　（2．4） 51（3L1） 41（25．0） 164　（100）

秋 69　（41．8） 0　（0．0） 9　（5．5） 0　（0．0） 58　（352） 29（17．6） 165　（100）

冬 20　（13．8） 0　（0．0） 0　（0．0） 0　（0．0） 96　（66．2） 29　（20．0） 145　（100）

合計 190 1 62 4 257 U4 628

　　　　　　　　　　　　　　　　数値は回答数　　（）内はそれぞれの季節におけるパーゼント

　日本人は「花鳥風月」という言葉を用いて，天地自然の美しい景色を表現してきた．植

物や昆虫ばかりではなく，野鳥とのかかわりをもたせたい．生活科でよく行われる「春さ

がし」や「秋さがし」は生き物に関してみれば植物中心であり，動物も昆虫やカエルとい

った小型動物を対象とする傾向にある．先に触れたように，小学校低学年期の体験的活動

が記憶に残りやすいことから，この時期に野鳥とのかかわりを体験すれば，四季折々，野

鳥の声に耳を傾け，自然との触れ合いを楽しめる心豊かな大人に成長すると考える，

　慣れないとその存在に気づかず，扱いにくい面もあるが，地域や自然保護にかかわる各

種団体と協力して学習をすすめていくとよい．また，巣箱や餌台（バーテーブル）を活用

すれば，校地でのかかわりも十分可能である，

3，2　自然や物を使った遊び

　学校のまわりの林，川，土手，海岸などで，自然物（木の実，草花，石，砂など）を集

め，創意工夫しながら遊びを楽しむ内容である．自然の中に入ること，さがすこと，つく

ること，それぞれが原体験としての要素をもつ．子どもたちの発想を十分生かしていくこ

とが最も大切であるが，子どもたちに自由に製作させるばかりではなく，時には，その活

動の中で教師がアイデアを提供し，活動を進めていくことも必要である，特に「科学的な

見方の基礎」としての要素を加えることにより，子どもたちの知的な気づきを刺激したい．
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　筆者が提案する一つの事例は「押し花カルタ」（鴎である（図4）．①植物を集める，②

押し花（葉）をつくる，③カルタをつくる，④カルタにして遊ぶという手順で活動する，

「つくる」「遊ぶ」というほかに，子どもたちは「葉の形」や「花弁の形」等に着目するよ

うになる，これを知識として教えるのではなく，．子どもたちが，植物の「おもしろさ」「不

思議さ」として遊びの中で感じていくことが大切である．そして，教師がアイデアを提供

することにより，子どもたちは，これを応用して，別の遊びを創意工夫していくのである．

花カード

（花の部分

を押し花に
してはる）

葉カード

（葉の部分

を押し葉に
してはる）

①花カード・葉カードを作る

②花の名前をよんで，花カードを拾う

③花の名前をよんで，葉カードを拾う

④花カードを見せて，葉カードを拾う等

　　　　　　　　　　　　　図4　押し花カルタのイメージ

3．3　動植物の飼育・栽培

　生活科における自然とのかかわりで，最も多く実践されているのが「飼育・栽培活動」で

ある，特に飼育活動は，動物のぬくもりを肌で感じたり，命の大切さを学ぶため，各校と

も中心教材に据えていることが多い．飼育動物としては，ウサギ，チャボ，アヒル，ヤギ

のほか，オタマジャクシ，カタツムリなどもその対象となっている．

　野田（2000）は，愛知県内の小学校io4校の調査から，各校が飼育活動で苦慮している点

として，「世話をする場所の確保」「アレルギーへの対策」「世話が長続きしない」「地域に

学習材がない」，動物の管理で苦慮している点として「餌の確保」「休日の世話」「繁殖のし

すぎ」等を明らかにした（15）．これらは，飼育対象をウサギ，チャボ等を念頭においたもの

であり，活動が画一的になっていることを示している，また，学校現場において，多く実

践されているにもかかわらず，苦慮している活動であることもわかる．

　これからの生活科における飼育活動は，地域に生息する身近な動物（昆虫を含めて）を

さがし，飼育していくべきであると考える．先に示した『老子』の言葉「人は地に法り」

にある「地」は，大地に根ざす人間，そしてその足元としての地域を指すといっても過言

ではない．生活科でいう「自立への基礎」としての地盤も地域にある．地域の生き物をさ

がし，その生息環境を調べながら，飼育活動を行うことは，「原体験」「科学的な見方の基

礎」，そして「自立への基礎」の面において意義は大きい．また，地域の産業や人々のくら

しとの関連が大きい生き物（魚類等）もおり，活動の深まりが期待できる．同様に，「総合

的な学習の時間」の活動として例示されている環境との連携においても有効である．

　野田の調査結果の中に「地域に学習材がない」という問題点があったが，アリやダンゴ

ムシ，コオロギといった昆虫類でも飼育活動は可能である．また，澤村理恵（1998）は，「地

域を生かすかどうかは，教師の目の向け方，意識のあり方一つで決まるとは言いすぎであ

ろうか．教師の敏感な感性，鋭敏なアンテナが高く広く張られているかにかかわっている

のである」（16）と述べ，教師の役割が重要であることを指摘している．

　しかし，身近な動物をさがし，それを飼育することには問題点もある．鳥類や哺乳類を
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除いて，動物からのあたたかみを直接肌で感じ取ることができない，命の大切さを学ぶ上

から考えると，この点の欠如は課題として残される，

3．4　自然体験に関する生活科学習全体を通して

　野田（2001）は，愛知県内の5歳児を対象として，自然との触れ合いに関する実態調査の

結果から，幼児の生物に対する働きかけの全体的な傾向として，動植物ともに「探す」「捕

まえる」「触れる」活動，感覚で表すと視覚と触覚を使った活動が多いことを明らかにした．

「幼児期の諸感覚の発達を促す上でも，臭覚や聴覚を働かせる活動を多く取り入れる活動

がある」（1ηと指摘している．これは幼児に限らず，小学生においても同様である．動植物

とのかかわりの中で五感のすべてを使い，自然認識を高めていくことが求められている．

　また，単に体験すればいいというわけではなく，身近な地域にフィールドをつくり，継

続的にかかわっていくことが大切である．生活科は「自然とのかかわり」だけを柱として

いるわけではなく，「社会とのかかわり」「自分自身の生活を考える」ことも柱としている．

継続的にかかわることにより，活動は「自然とのかかわり」をおのずと超え，ゼ社会」や「生

活」へと発展する，また，、ここでの学習により身についたカが，「総合的な学習の時間」に

おいて生かされていくのである．

4．おわりに

　本稿では，学校教育における自然体験の意義について，「原体験」「科学的な見方の基礎」

「自立への基礎」の側面から考察し，それらが小学校低学年期において必要であり，生活

科の時間を効果的に活用すべきであることを明らかにしてきた．それに基づいて，今後の

生活科学習について，四季の変化を感じる対象として失われつつある「野鳥」の教材化，

自然や物を使った遊びから「科学的な見方の基礎」へと導く教師の役割，飼育活動におけ

る「身近な動物の活用」等を提案してきた．

　本稿で示した生活科における提案は，野鳥や植物の名前を覚えたり，その生態を調べる

など理科学習としての基礎を作ることを目的としていない．子どもたちが季節の諸事象や

移ろい，動植物などとの出会いやかかわりを深める中で，自然への関心や愛着，追究心な

どを深め，自然の理（ことわり）や命，知恵などの偉大さ・尊さ，自然への畏れ，自然の恵

みへの感謝，自然との共生の喜びなどに気づき，自分たちとのかかわり方や感じ方，考え

方，見方，生き方（＝自立への基礎）を耕すきっかけとして提案するものである．

　また，日台利夫（2000）は，ギ生活科が，より豊かで多様iな発展に向けて，本来に活力を取

り戻すには，生活科を低学年の一教科の枠組みの中に閉じ込めて考えるのではなく，子ど

もの本来的な学びの総合性の視点から学習内容や方法を検討していく必要がある．具体的

には，生活科が目指す自立的な活動や生き方のサイクルを，子どもの活動の必然的な発展

の方向に添ってより拡大・深化し，組織的にしていくようなカリキュラムの構成や指導が

求められる」と（18）述べている．筆者が提案する内容も，それ一つひとつを単独に取り上げ

て扱うのではなく，活動の必然性の中で，位置づけていくことが大切である．

一29一



　生活科における自然体験の改善の方向として，最後に提案するのが，教師自身の自然体

験の積み重ねである。これもまた，多くの動植物の名前を覚えたり，飼育や栽培の方法を

覚えたりすることが目的ではない．自然とのかかわりの中で感性を豊かにし，教師自身が

自然への興味・関心を高めていくことである。これが，子どもたちを自然という美しく，神

秘的な世界へと導き出す大きな原動力となるのである。
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